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ー
ジ

告　
　
　

示

〇
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く

　

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
廃
止
の
届
出 
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障
害
福
祉
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〇
海
岸
保
全
区
域
の
指
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（
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産
業
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盤
整
備
課
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一

〇
漁
港
管
理
者
の
長
が
管
理
す
る
海
岸
保
全
区
域
の
指
定 

（　
　

同　
　

）　
　

一

〇
都
市
計
画
決
定
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧 

（
都
市
計
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課
）　
　

二

〇
土
地
区
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整
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事
業
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換
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二

〇
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届
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（
東
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地
方
振
興
事
務
所
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三

公　
　
　

告

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了 
（
建
築
宅
地
課
）　
　

四

教
育
委
員
会

〇
教
育
委
員
会
定
例
会
の
開
催 

四

監
査
委
員

〇
住
民
監
査
請
求
に
係
る
監
査
結
果
の
公
表 
五

収
用
委
員
会

〇
大
谷
川
浜
大
谷
川
事
件
審
理
の
開
催 

五

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
十
三
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
を
廃
止
す
る
旨
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
七
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

廃
止
す
る
指
定
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

設
置
者
名

廃
止
年
月
日

〇
四
一
一
五
〇
〇
四
七
三

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
ド

リ
ー
ム
ワ
ン

大
崎
市
岩
出
山
字
浦
小

路
三
十
九
番
地
四

就
労
継
続
支
援
Ａ

型

特
定
非
営
利
活

動
法
人
ド
リ
ー

ム
・
グ
リ
ー
ン
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

平
成
二
十
九
年

六
月
三
十
日

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
十
四
号

　

海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
海
岸
保
全
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定

す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
七
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

海
岸
の
名
称

指　
　
　
　

定　
　
　
　

区　
　
　
　

域

沿
岸
名

漁
港
名

地　

区

海
岸
名

三
陸
南

沿
岸

岩
井
沢

漁
港
海

岸

岩
井
沢

地
区
海

岸

　

次
に
掲
げ
る
イ
点
か
ら
チ
点
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
直
線
及
び
イ
点
と
チ
点
を

結
ん
だ
直
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

基
点
Ａ
点　

気
仙
沼
市
唐
桑
町
岩
井
沢
三
五
番
地
先
に
設
置
し
た
標
柱
の
点

イ
点　

基
点
Ａ
点
か
ら
三
〇
二
度
一
二
〇
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ロ
点　

イ
点
か
ら
一
一
四
度
一
一
五
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ハ
点　

ロ
点
か
ら
一
五
六
度
二
一
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ニ
点　

ハ
点
か
ら
一
七
二
度
六
〇
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ホ
点　

ニ
点
か
ら
一
五
四
度
五
一
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヘ
点　

ホ
点
か
ら
一
九
二
度
二
一
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ト
点　

ヘ
点
か
ら
二
四
二
度
三
五
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

チ
点　

ト
点
か
ら
三
二
四
度
二
二
七
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
十
五
号

　

海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
漁
港
区
域
に
接
す
る
海
岸
保
全
区
域

の
う
ち
漁
港
管
理
者
の
長
で
あ
る
気
仙
沼
市
長
が
管
理
を
行
う
区
域
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
七
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

海

岸

の

名

称
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指　
　
　

定　
　
　

区　
　
　

域

沿
岸
名

漁
港
名

地　

区

海
岸
名

三
陸
南
沿

岸

岩
井
沢
漁

港
海
岸

岩
井
沢
地

区
海
岸

　

平
成
二
十
九
年
七
月
七
日
宮
城
県
告
示
第
六
百
十
四
号
に
よ
り
海
岸

保
全
区
域
と
し
て
指
定
し
た
気
仙
沼
市
唐
桑
町
岩
井
沢
地
内
の
岩
井
沢

漁
港
海
岸
保
全
区
域
の
う
ち
岩
井
沢
漁
港
区
域
に
接
す
る
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
十
六
号

　

岩
沼
市
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
決
定
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
七
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
土
地
区
画
整
理
事
業

　

２　

名
称　

岩
沼
市
矢
野
目
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
十
七
号

　

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
百
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
区
画
整
理

事
業
の
換
地
処
分
に
つ
い
て
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
七
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

土
地
区
画
整
理
事
業
の
名
称

　
　

石
巻
広
域
都
市
計
画
事
業
野
蒜
北
部
丘
陵
地
区
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

二　

施
行
者
の
名
称

　
　

東
松
島
市

三　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

東
松
島
市
矢
本
字
上
河
戸
三
十
六
番
地
一

四　

換
地
処
分
の
年
月
日

　
　

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
十
八
号

　

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
建
築
士
の
免
許
を

取
り
消
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
七
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

免
許
取
消
年
月
日

氏　
　

名

一
級
建
築
士
、
二

級
建
築
士
又
は
木

造
建
築
士
の
別

登
録
番
号

免
許
取
消
し
の
理
由

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

伊
藤　

享

二
級
建
築
士

第
千
二
百
四
十
三

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

原　

清
一

二
級
建
築
士

第
千
四
百
六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

蜂
谷　

永
夫

二
級
建
築
士

第
千
四
百
三
十
二

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

板
垣　

清
一

二
級
建
築
士

第
千
六
百
二
十
七

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

豊
嶋　

昭
雄

二
級
建
築
士

第
千
六
百
五
十
一

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

岩
見　

美
雄

二
級
建
築
士

第
千
七
百
三
十
六

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

守
屋　

貢

二
級
建
築
士

第
千
八
百
二
十
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

西
條　

慶
勝

二
級
建
築
士

第
千
九
百
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

高
橋　

新
一

二
級
建
築
士

第
二
千
五
百
二
十

七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

小
野　

雄
四

郎

二
級
建
築
士

第
二
千
六
百
五
十

二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

長
沢　

耕
一

二
級
建
築
士

第
二
千
八
百
十
四

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

坂
田　

悦
志

二
級
建
築
士

第
二
千
八
百
三
十

一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

小
野　

良
亮

二
級
建
築
士

第
二
千
八
百
四
十

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

松
浦　

惠
二

二
級
建
築
士

第
三
千
八
十
三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

白
鳥　

耕
助

二
級
建
築
士

第
三
千
二
百
七
十

一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

及
川　

良
雄

二
級
建
築
士

第
三
千
三
百
八
十

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

細
谷　

郁
雄

二
級
建
築
士

第
三
千
五
百
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め



（3）　平成29年７月７日　金曜日 第2873号宮　　城　　県　　公　　報

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

遊
佐　

寿
郎

二
級
建
築
士

第
三
千
五
百
六
十

六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

太
田　

寿
男

二
級
建
築
士

第
三
千
七
百
七
十

二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

松
本　

正
平

二
級
建
築
士

第
三
千
八
百
九
十

六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

佐
々
木　

直

吉

二
級
建
築
士

第
四
千
九
十
七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

大
塚　

貢
造

二
級
建
築
士

第
四
千
六
百
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

永
井　

浩

二
級
建
築
士

第
五
千
五
十
四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

松
林　

七
郎

二
級
建
築
士

第
五
千
百
八
十
八

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

中
薗　

昭
之

二
級
建
築
士

第
五
千
二
百
五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

小
松　

由
郎

二
級
建
築
士

第
五
千
三
百
十
八

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

佐
藤　

邦
夫

二
級
建
築
士

第
五
千
三
百
二
十

三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

岩
間　

重
雄

二
級
建
築
士

第
五
千
三
百
三
十

三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

村
上　

保
男

二
級
建
築
士

第
五
千
四
百
五
十

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

佐
藤　

照
二

二
級
建
築
士

第
五
千
五
百
四
十

五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

千
葉　

勝
治

二
級
建
築
士

第
五
千
六
百
四
十

三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

佐
藤　

富
喜

男

二
級
建
築
士

第
五
千
八
百
八
十

七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

布
谷　

幸
平

二
級
建
築
士

第
五
千
九
百
二
十

七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

伊
藤　

順
吉

二
級
建
築
士

第
六
千
七
十
六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

青
柳　

利
得

二
級
建
築
士

第
六
千
二
百
六
十

八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

佐
藤　

守

二
級
建
築
士

第
八
千
百
八
十
六

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

山
下　

政
幸

二
級
建
築
士

第
八
千
二
百
四
十

三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

上
原　

貞
夫

二
級
建
築
士

第
一
万
一
千
二
百

五
十
七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
九
日

吉
田　

芳
弘

二
級
建
築
士

第
一
万
三
千
八
百

三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
十
九
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
河
南
矢
本
土
地
改
良

区
役
員
の
就
任
及
び
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
七
月
七
日

 

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

加　
　

藤　
　

慶　
　

太　
　
　

一　

就
任
し
た
者

就
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
八
日

今　

井　

竜
太
郎

石
巻
市
鹿
又
字
八
幡
前
四
十
四
番
地

理

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
八
日

笹　

野　

惠
一
郞

石
巻
市
鹿
又
字
梅
木
屋
敷
百
四
十
一
番
地

理

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
八
日

髙　

橋　

永　

悦

石
巻
市
和
渕
字
笈
入
二
十
三
番
地

理

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
八
日

門　

間　

一　

男

石
巻
市
前
谷
地
字
八
工
区
北
五
十
六
番
地

理

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
八
日

西　

山　

輝　

夫

石
巻
市
前
谷
地
字
山
根
二
十
番
地

理

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
八
日

大　

森　

康　

隆

石
巻
市
須
江
字
糠
塚
前
二
十
四
番
地

理

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
八
日

石　

垣　

辰　

也

石
巻
市
広
渕
字
窪
田
三
十
九
番
地

理

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
八
日

石　

垣　

芳　

温

石
巻
市
広
渕
字
荒
神
前
二
十
七
番
地

理

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
八
日

渋　

谷　

和　

夫

石
巻
市
北
村
字
十
工
区
二
十
番
地

理

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
八
日

菅　

井　

賢　

治

東
松
島
市
小
松
字
下
二
間
堀
百
九
十
九
番

地

理

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
八
日

佐　

藤　

靜　

男

東
松
島
市
大
塩
字
平
田
原
百
一
番
地

理

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
八
日

鈴　

木　

仁　

逸

東
松
島
市
小
松
字
里
前
十
六
番
地

理

事
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平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
八
日

土　

井　

　

治

東
松
島
市
大
曲
字
寺
沼
百
五
十
番
地
一

理

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
八
日

渡　

邊　
　
　

登

東
松
島
市
赤
井
字
本
谷
八
番
地

理

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
八
日

西　

村　

昌　

晴

東
松
島
市
赤
井
字
舘
前
二
百
二
十
九
番
地

一

理

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
八
日

黒　

田　
　
　

敏

石
巻
市
門
脇
字
二
番
谷
地
十
三
番
地
百
四

十
一

理

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
八
日

澤　

田　

靜　

一

石
巻
市
前
谷
地
字
天
王
山
五
十
八
番
地

理

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
八
日

三　

浦　
　
　

近

石
巻
市
前
谷
地
字
樋
口
百
九
十
三
番
地

監

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
八
日

遠　

藤　

章　

一

石
巻
市
鹿
又
字
南
待
井
二
十
七
番
地
四

監

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
八
日

豊　

島　

栄　

一

東
松
島
市
小
松
字
上
前
柳
一
番
地
一

監

事

二　

退
任
し
た
者

退
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
七
日

今　

井　

竜
太
郎

石
巻
市
鹿
又
字
八
幡
前
四
十
四
番
地

理

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
七
日

笹　

野　

惠
一
郞

石
巻
市
鹿
又
字
梅
木
屋
敷
百
四
十
一
番
地

理

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
七
日

佐　

藤　

勝　

也

石
巻
市
和
渕
字
一
本
柳
二
十
五
番
地
一

理

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
七
日

門　

間　

一　

男

石
巻
市
前
谷
地
字
八
工
区
北
五
十
六
番
地

理

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
七
日

支　

倉　
　
　

繁

石
巻
市
前
谷
地
字
定
川
二
十
八
番
地

理

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
七
日

大　

森　

康　

隆

石
巻
市
須
江
字
糠
塚
前
二
十
四
番
地

理

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
七
日

内　

海　
　
　

功

石
巻
市
広
渕
字
新
泉
沢
三
百
十
六
番
地

理

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
七
日

石　

垣　

芳　

温

石
巻
市
広
渕
字
荒
神
前
二
十
七
番
地

理

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
七
日

渋　

谷　

和　

夫

石
巻
市
北
村
字
十
工
区
二
十
番
地

理

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
七
日

鈴　

木　
　
　

强

東
松
島
市
小
松
字
上
二
間
掘
百
五
十
五
番

地
一

理

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
七
日

佐　

藤　

靜　

男

東
松
島
市
大
塩
字
平
田
原
百
一
番
地

理

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
七
日

鈴　

木　

仁　

逸

東
松
島
市
小
松
字
里
前
十
六
番
地

理

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
七
日

土　

井　

　

治

東
松
島
市
大
曲
字
寺
沼
百
五
十
番
地
一

理

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
七
日

阿　

部　

賢　

一

東
松
島
市
赤
井
字
星
場
二
百
六
番
地
二

理

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
七
日

齋　

藤　

俊　

一

東
松
島
市
赤
井
字
鷲
塚
五
十
九
番
地
一

理

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
七
日

黒　

田　
　
　

敏

石
巻
市
門
脇
字
二
番
谷
地
十
三
番
地
百
四

十
一

理

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
七
日

佐
々
木　

順　

二

遠
田
郡
涌
谷
町
字
三
軒
屋
敷
二
号
七
十
三

番
地

理

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
七
日

菅　

原　

慶　

一

東
松
島
市
矢
本
字
大
林
三
十
番
地

監

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
七
日

佐　

藤　

榮　

一

石
巻
市
前
谷
地
字
大
和
田
前
三
番
地
二

監

事

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
七
日

内　

海　

勝　

男

石
巻
市
広
渕
字
窪
田
五
十
七
番
地

監

事

公　
　
　

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
七
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

亘
理
郡
山
元
町
山
寺
字
白
川
十
九
番
三
、
十
九
番
四
、

十
九
番
十
一
、
三
十
四
番
一
、
三
十
五
番
二
十
二
、
三
十

五
番
二
十
二
地
先
の
水
の
一
部

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

亘
理
郡
山
元
町
山
寺
字
西
頭
無
四
十
三
番
地
四
十
六

 

有
限
会
社
安
田
工
務
店　
　
　
　

教
育
委
員
会

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
告
示
第
十
三
号

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
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り
、
教
育
委
員
会
の
定
例
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
会
議
の
傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
次
に
定
め
る
手
続
に
従
っ
て
傍
聴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

平
成
二
十
九
年
七
月
七
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

教
育
長　
　

髙　
　

橋　
　
　
　
　

仁　
　
　

一　

日　

時　

平
成
二
十
九
年
七
月
十
三
日　

午
後
一
時
三
十
分

二　

場　

所　

教
育
委
員
会
会
議
室

三　

事　

件

　

第
一
号
議
案　

県
立
高
等
学
校
将
来
構
想
審
議
会
委
員
の
人
事
に
つ
い
て

　

第
二
号
議
案　

宮
城
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
委
員
の
人
事
に
つ
い
て

四　

傍
聴
者
の
定
員

　
　

十
二
人

五　

傍
聴
手
続

　

１ 　

傍
聴
希
望
の
受
付
は
、
会
議
開
会
三
十
分
前
か
ら
十
分
前
ま
で
に
、
当
該
会
議
の
会
場
に
参
集
し
た
傍
聴
希
望

者
に
対
し
て
行
い
ま
す
。

　

２　

傍
聴
の
手
続
は
、
先
着
順
で
行
い
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
希
望
者
全
員
に
よ
る
抽
選
と
し
ま
す
。

六　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　

宮
城
県
教
育
庁
総
務
課
総
務
班
（
電
話
〇
二
二

－
二
一
一

－

三
六
一
一
）

監
査
委
員

収
用
委
員
会

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
16号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
242条

第
１
項
の
規
定
に
よ
る
本
住
民
監
査
請
求
に
つ
い
て
，
同
条
第

４
項
の
規
定
に
基
づ
き
監
査
し
た
結
果
（
平
成
29年
６
月
24日
付
け
で
請
求
人
に
通
知
）
を
別
冊
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　
平
成
29年
７
月
７
日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
石
　
　
森
　
　
建
　
　
二
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
 加
 里
　
　
　

地
内
ま
で
）
及
び
県
道
女
川
牡
鹿
線
改
築
工
事
（
宮
城
県
石
巻
市
大
谷
川
浜
小
浜
山
地
内
か
ら
同
市
大
谷
川
浜
二
重
坂

地
内
ま
で
）
に
係
る
土
地
収
用
事
件
（
大
谷
川
浜
大
谷
川
事
件
）
に
つ
い
て
，
土
地
収
用
法
（
昭
和
26年
法
律
第
219号

）

第
46条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
，
次
の
と
お
り
審
理
を
開
催
す
る
。

　
　
平
成
29年
７
月
７
日

 
宮
城
県
収
用
委
員
会
　
　
　

１
　
日
時
　
平
成
29年
８
月
28日
（
月
）
午
後
２
時
か
ら

２
　
場
所
　
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
８
番
１
号
　
宮
城
県
行
政
庁
舎
９
階
　
第
一
会
議
室

３
　
審
理
事
項
　
本
事
件
に
関
す
る
起
業
者
及
び
土
地
所
有
者
に
対
す
る
審
問
等

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
27号

　
宮
城
県
起
業
の
大
谷
川
地
区
海
岸
改
修
工
事
（
宮
城
県
石
巻
市
大
谷
川
浜
小
浜
山
地
内
か
ら
同
市
大
谷
川
浜
二
重
坂


